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○福岡県大牟田市 
 
ユネスコスクール・ESD のまち大牟田 
 
福岡県大牟田市教育委員会 
大牟田市は、平成 27 年に「明治日本の産業革命遺産」として、三池炭坑関連資産が世界文化
遺産に認定され、平成 29年には、市制施行 100 周年を迎えました。 
市の目指すまちづくりとユネスコスクールの理念
が一致したことから、校長会・教頭会で加盟について
の協議が重ねられ、全校で申請しました。その後、平
成 23 年度に、市内全小・中・特別支援学校が、一斉に
ユネスコスクールに承認され、教育委員会と各学校で
ESD を推進し、持続可能な大牟田のまちづくりに向け
た取組を行っています。 
 
１ 大牟田市全体を通した取組 
 （１）大牟田市の ESDの体制と組織 
各学校の特色を生かしながら校内の ESDを推進していくために、教育課程には「全体計画」や
「学年毎の年間計画」、「ESDカレンダー」を、校務分掌には「ユネスコスクール担当者」を位
置づけました。また、市全体として、校長会・教頭会の代表と各学校のユネスコスクール担当者
で構成する「ユネスコスクール担当者会」を組織しています。さらに、平成 26年度、大牟田市
教育研究所内に「大牟田市ユネスコスクール支援センター」を設置し、支援センター事務局員を
配置して、ESDや他のユネスコスクールについての情報を収集したり、各学校へ提供したりして
ESDの取組を支援しています。 
 
 （２）「大牟田市 ESD推進本部」の設置 
持続可能な大牟田のまちづくりのためには、教育の
充実とともに、市をあげた ESDの推進が大切であると
いう市長の考えから、平成 27 年度、市役所内に市長
を本部長、教育長を副本部長、各部局の部長を委員と
する「大牟田市 ESD推進本部」が設置されました。こ
のことにより、市をあげた ESDの推進体制が整い、市
役所内の各部局が ESD に関する事業を展開していま
す。 
 
 （３）大牟田市教育委員会 ESD コンソーシアム 
大牟田市の ESD コンソーシアムの組織は、大牟田市教育委員会が中核となり、福岡県教育委 
員会や福岡教育大学と連携を図りながら、地元企業や諸団体、そして、市内のユネスコスクー 
ルが一体となって事業を展開しています。 
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  （４）「大牟田市ユネスコスクールの日」の制定 
平成 24年 1 月 17日に、市内全ての市立学校がユネスコス
クールへの加盟承認を受けたことから、毎年 1 月 17日を「大
牟田市ユネスコスクールの日」として制定しました。平成 29
年 1月には、文部科学省をはじめ多数の来賓を招いて、制定
記念式典ならびに児童生徒の成果発表会である「ユネスコス
クール子どもサミット」を開催しました。式典では、代表児
童生徒が「ユネスコスクールの日制定宣言」を行いました。 
さらに、平成 30 年 1 月には、「ユネスコスクール子ども
サミット」の中で、大牟田市長が「ユネスコスクール・ESD
のまち」宣言を行いました。これを受け、平成 31 年 1 月に
は、「ユネスコスクール・ESDのまち」宣言記念式典を開催
する予定です。 
 
２ 第 9回ユネスコスクール全国大会の開催 
平成 29年 12月に九州では初めてとなるユネスコスクール 
全国大会が本市で開催され、900名を越えるユネスコスクー
ル関係者が集まりました。午前中には、ユネスコ本部の担当
課長より「国際的なユネスコスクールの動向を学ぶ」と題し
た特別講演があり、午後は 10 の分科会による各学校や地域
による ESDの実践報告が行われました。 
また、大会の最後に ESD大賞の表彰があり、大牟田市立吉
野小学校が、文部科学大臣賞を受賞しました。吉野小学校区
の学校、家庭、地域が一体となった取組が評価されたことに
より、さらに ESD への理解が深まっています。大会前日に
は、ユネスコスクール全国大会で初の取組である小・中学校
による ESD の公開授業を行い、全国から 500 名を超える参
観者がありました。さらに、各学校のユネスコスクールの取
組の展示により、大牟田市の ESD の活動について多くの方
に知って頂くことができました。 
 
３ 「大牟田版 SDGｓ」の作成 
2015 年の国連総会において採択された「持続可能な開発
のための 2030 アジェンダ」の中で SDGs：持続可能な開発目標（17 のゴールと 169 のターゲッ
ト）が、地球全体としての課題を解決するために掲げられました。 
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本市では、「大牟田版 SDGs」を作成し、17 のゴー
ルの中から、市の実態等を踏まえ２つの基盤目標と８
つの重点目標を設け、課題解決に向けた市や各学校の
ESDの様々な取組を推進しています。今後、「大牟田
版 SDGs」を活用しながら、各学校における ESD の更
なる充実を推進し、持続可能なまちづくりを担う児童
生徒の育成に努めていきたいと考えています。 
 
４ 文部科学省「ESD の深化による地域の SDGｓ推進
事業」の採択団体として 
本年度、文部科学省の事業である「ESD の深化によ
る地域の SDGs推進事業」の採択団体として SDGs／ESD
の更なる充実に向けて、「ユネスコスクール・SDGs／
ESD 教育委員会サミット」（年 2 回）と「ESD マスタ
ーティチャープログラムの開発」（年５回）の２つの
事業を行うこととしています。この事業を通して、地
域の SDGs の達成に貢献しつつ全国レベルで持続可能
な ESD の推進体制を構築していきたいと考えていま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
